
Embassy of Japan in Hungary 

 ～在ハンガリー日本大使館～           2009 年 12 月 

 －Monthly Review－            全 19 頁 

    政治政治政治政治・・・・経済月報経済月報経済月報経済月報（（（（１１１１1111 月月月月号号号号）））） 

  

• 国会では例年より約１ヶ月早く１１月末に２０１０年予算が成立、それに合わせて少数与党社会党は

次期首相候補選定を本格化させるなど、来年春の総選挙に向けた動きを見せた。 

• ハンガリー北東部にて極右政党ヨッビクの集会参加者とロマ人とが衝突、１４名が拘束される事態と

なった。 

今月は次期欧州理事会議長やＮＡＴＯ事務総長、欧州議会議長など大物政治家の訪問が相次いだ。 

ウクライナのハンガリー系少数民族の教育環境悪化については、外務省や首相、国会などが改善を求

めて働きかけを行ったが、ウクライナ側からは積極的な反応が得られていない。 

• 欧州委員会はハンガリーの２００９年、２０１０年の財政赤字が政府目標より僅かに上回るとの見通し

を発表。 

• １０月の消費者物価指数（ＣＰＩ）がアナリストの予測値を下回る４．７％に。 

• 第３四半期のＧＤＰは、前年同期比－７．２％で、事前の予測値よりも大きく下落。 

• ９月の総賃金は前年同月比０．７％の上昇。 

• 中央銀行は、基準金利を５０ベーシス・ポイント引下げて６.５％に。 

• ８月～１０月の失業率が更に悪化し１０.４％となったと発表。 

• 第３四半期の投資高は前年同期比－８.９％で、７期連続の下落。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2009 年 10 月） 4.7%  (食品：2.8% ｴﾈﾙｷﾞｰ：5.8%) 
○インフレ率 (y/y) 

（2008 年平均） 6.1%  (食品：10.2% ｴﾈﾙｷﾞｰ：12.7%) 

（2009 年 9 月） 0.7 %  (民間：4.3% 公的：－7.4%) 
○賃金上昇率 (y/y) 

（2008 年平均） 7.5%  (民間：8.4% 公的：6.2%) 

（2009 年 10 月） －15.0% 
○鉱工業生産 (y/y) 

（2008 年平均） 1.1% 

○失業率(15-74 歳) 
（2009 年 8 月～ 

2009 年 10 月平均） 
10.4% 

○政策金利 （2009 年 11 月末） 6.5%（11 月 24 日に 0.5%の利下げ） 

○10 年国債利回り 7.37% 

・1 ユーロ    = 270.98 フォリント 

・1ドル      = 181.60 フォリント ○為替相場 

（月中平均） 

・1フォリント = 0.49 円 
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《今月のトピックス》 
 

� Ⅰ．内 政  

1．２０１０年予算成立をめぐる動き 

2．ヨッビク及びマジャル・ガールダをめぐる動き 

3．社会党、議員団長を次期首相候補に 

4．ペーチ大学における銃乱射事件 

 

 

� Ⅱ．外 交  

1．ハンガリー・スロバキア関係の改善 

2．ハンガリー欧州委員候補の発表 

3．バイナイ首相、イタリア及びバチカン訪問 

4．ウクライナのハンガリー系少数民族の教育問題 

5．ショーヨム大統領のスペイン公式訪問 

6．ファン＝ロンパイ首相のハンガリー訪問 

7．ラスムセンＮＡＴＯ事務総長のハンガリー訪問 

8．オルバーン・フィデス党首とプーチン大統領の会談 

9．ブゼク欧州議会議長のハンガリー訪問 

10．第２回ハンガリー・スロベニア合同閣議の開催 

 

� Ⅲ．経 済  

1．欧州委、２００９、２０１０年の財政赤字が政府目標を僅かに上回る 

見込み 

2．オスコー財相、政府の政策は長期的には成長に必要な条件を築く  

3．中銀、国内金融システムの安定性向上 

4．バイナイ首相、危機の最も危険な時期は終了 

5．９月の貿易黒字（速報） 

6．ＧＫＩ社、貿易黒字と失業率の増加予測 

7．Kopint-Tarki 社、製造セクターの下落がスローダウンすると予測 

8．１０月のインフレ率、予測値を下回る４．７％に緩和 

9．財務省、財政赤字ＧＤＰ比の目標値を３．８％に据え置き 

10．アウディハンガリー、バイオエタノールエンジンの組立てを開始 

11．第３四半期のＧＤＰ、予想以上の下落 
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12．９月の鉱工業生産、前年同期比１５％の下落 

13．フィデス、２０年後にエネルギー自給達成 

14．ＩＭＦ、２０１０年予算における財政赤字目標は現実的と言及 

15．財務相、ＩＭＦローンの次回引出しを断念 

16．欧州委、９５億フォリントの廃棄物処理プロジェクトを承認 

17．９月の総賃金、前年同期比０．７％の上昇 

18．ＯＥＣＤ、２００９年のＧＤＰを－６．９％と予測 

19．従業員削減は減少へ 

20．バイナイ首相、ハンガリーに投資している主要９カ国の大使と会談 

21．中銀、基準金利を５０ｂｐ引き下げ６.５％へ 

22．雇用促進プログラムを民間企業に拡大 

23．８月～１０月の失業率は１０.４％ 

24．ハンガリーのＧＤＰは下落し続けている 

25．第３四半期の投資高は前年同期比－８．９％ 

26．２０１０年度予算案可決 

 

 Ⅳ．その他  

 ・１１月の選挙・支持政党に関する世論調査 

 ・１１月の為替・金利動向 

 ・主な出来事 
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ⅠⅠⅠⅠ．．．．内内内内        政政政政     

 

１．２０１０年予算成立をめぐる動き（２－３０日） 

 
（１）２日、社会党議員団は会合を開催し、２０１０年政府予算案を全面的に

支持することで一致した。翌３日に開催された国会本会議では、２０１０年予

算案の大枠が可決され（賛成２００、反対１５６、棄権１）、地方自治体への交

付金７００億フォリント削減、地域暖房へのＶＡＴ税率軽減等が決定された。 

（２）予算成立には、少数与党である社会党に加えて他の野党議員の票も必要

となるが、４日、自由民主連盟（ＳＺＤＳＺ）のレトケシュ党首は、同党は２

０１０年予算案に賛成票を投じるべきではないと発言した。他方で同党のコー

カ議員団長は、同議員団長はバイナイ首相の危機管理措置を支持しており、Ｓ

ＺＤＳＺ議員団は２０１０年政府予算案に賛成するだろうと発言、党内の意見

の不一致が見られた。 

（３）３０日、国会本会議にて２０１０年予算案が採決に付され、賛成２０１

票、反対１７９票にて採択された。なお、野党フィデス、キリスト教民主人民

党（ＫＤＮＰ）、ハンガリー民主フォーラム（ＭＤＦ）を含む無所属議員の他、

社会党議員１名及びＳＺＤＳＺ議員４名が反対票を投じた。（２０１０年予算の

詳細については１５頁参照）。 

 

２．ヨッビク及びマジャル・ガールダをめぐる動き（１４－２２日） 

 
（１）１４日、ハンガリー北東部ボルショド・アバウーイ・ゼンプレーン県シ

ャヨーバーボニにおいて極右政党ヨッビクが集会を開催、ヨッビクを母体とす

る自警団で解散命令が出された「マジャル・ガールダ」のメンバーも制服を着

用し参加した。これに反発した地元のロマ住民２００－３００名が集会会場前

に集まり、翌１５日には、ロマ人が集会参加者に対して攻撃し、１名が負傷、

自動車１台が破壊され、１４名が拘束される事態となった。同事件を受けて、

ヨッビクは「国会内政党は、ハンガリー人住民を守れない程度でしか警察を配

置しておらず、警察が問題を解決できないならば、新マジャル・ガールダと協

力する必要がある」旨の声明を発表した。 

（２）１７日、政府は閣議において、裁判所により解散させられた団体の活動

に参加した者及び裁判所により解散させられた団体の制服又は類似の衣服を集

会等で着用した者は５万フォリント以下の罰金を科す旨の政令を制定した。同

政令に対しては、法律家等から憲法上の表現の自由に対する制限である等の指
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摘もなされている。 

（３）２２日、ヨッビクは、ホルティ提督のブダペスト入り９０周年を記念す

るパレードをブダペストにて開催、数千人が参加した。パレードには、制服を

着用したマジャル・ガールダのメンバーも参加しようとしたが、警察に止めら

れ、１４名が拘留された。レンドヴァイ社会党党首は、同パレードを「ネオ・

ファシストのパレード」と批判、野党フィデスはこのようなイベントの開催を

許容させる社会党政権を批判した。 

 

３．社会党、議員団長を次期首相候補に（２４日－） 

 
 ２４日、社会党役員会は会合を開き、社会党全国選挙委員会に対して、社会

党の次期首相候補にメシュテルハージ議員団長を推薦することを全会一致で決

定した。２８日に開催された社会党全国選挙委員会会合においても、同議員団

長を次期首相候補とすることにほぼ全員が合意した。全国選挙委員会では複数

候補を推薦することも可能なため、コヴァーチ欧州委員（元外相・元社会党党

首）やシリ前国会議長の名も挙がったが、会合ではメシュテルハージ議員団長

のみを推薦することで一致した。同議員団長は、１２月１２日に開催予定の社

会党党大会にて正式な次期首相候補に決定される見込み。バイナイ現首相は、

４月の就任時より１年間のみという期限付きで首相を引き受けたため、次期総

選挙を戦う首相候補の選定が注目されていた。  

 

４．ペーチ大学における銃乱射事件（２６日） 

 
 ２６日正午頃、ペーチ大学において薬学部の学生（２３歳）が銃を乱射する事

件が発生し、１９歳の学生１名が死亡、学生及び職員等３名が負傷した。銃を

乱射した学生は、実験を行う授業の途中に教室から出て行き、戻ってくるなり

１５発を乱射したという。教室から退出する前に同級生と口論になったとされ

るが、詳しい動機は明らかになっていない。容疑者の学生は銃撃後近くの病院

に逃走したが、自ら警察を呼び、抵抗することなく身柄を拘束された。容疑者

は、射撃クラブの会員であり、拳銃所持の許可を得ていたが、一方で精神病を

患っており銃器所有許可を得る前にも治療を受けていたことが明らかになって

いる。  

事件発生を受け、バイナイ首相は弔意を表明、ヒッレル教育文化相と共に直

ちに現場へ向かったドラシュコヴィチ司法・法執行相は、記者会見において事

件がテロ行為ではなく個人的な動機によるものとの見方を示し、場合によって
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は銃器所有法の見直しの必要性もあると発言した。 

 

 

ⅡⅡⅡⅡ．．．．外外外外    交交交交     

    

１．ハンガリー・スロバキア関係の改善（３－１２日） 

（１）外相会談の実施（３日） 

 ３日、バラージュ外相はライチャーク・スロバキア外相とともに、両国国境

のイポイ川に建設予定の橋の定礎式に参加した後、スロバキアのバンスカー・

ビストリツァにて外相会談を行った。 

 両外相は、本年９月に両国首脳が合意した関係改善のための行動計画の実施

状況につき意見交換を行い、両国関係は改善に向かっているとの見方で一致し

た。懸案となっている「スロバキア国語法」に関しては、ライチャーク首相が

実施細則作成においてハンガリー側の要求を取り入れるべく努めている旨述べ

たのに対し、バラージュ外相は、ハンガリー外務省の見解は同法が適用された

時点で発表することになると述べた。 

（２）共通歴史教育教材作成（１１－１２日） 

 １１－１２日、ハンガリー北部のバラッシャジャルマト市でハンガリー・ス

ロバキア共通歴史教育教材に関する会議が開催され、両国大使ほか教材作成に

携わった歴史家など約２００名が参加した。ワイス・スロバキア大使は、（歴史

において）両国を結びつける要素にこそ注意を向けるべきとし、来年９月より

同教材が配布・利用されることを期待すると述べた。 

 

２．ハンガリー欧州委員候補の発表（５、２７日） 

 
（１）ハンガリーの次期欧州委員候補者の指名（５日） 

 ５日、バイナイ首相は、次期欧州委員候補者としてアンドルＥＢＲＤ理事を

指名する旨発表した。本決定に関し、社会党及び野党ＳＺＤＳＺ、ＭＤＦが歓

迎する意向を表明したが、レーパーシ・フィデス議員団副団長は、「共産主義者

である銀行家の欧州委員への指名はハンガリーの民主化の成果を台無しにす

る」（注）と批判した。 

（２）アンドル候補の雇用・社会保障担当欧州委員への指名（２７日） 

 ２７日、バローゾ欧州委員長は、アンドル候補が雇用・社会・機会均等担当

欧州委員に就任することになる旨発表した。 
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（注）同氏は社会党員ではないが、左派社会批評雑誌の編集長を務め、ジュルチャーニ

前首相の下で財務顧問を務めた。 

 

３．バイナイ首相、イタリア及びバチカン訪問（１３－１６日） 

 
（１）教皇ベネディクト１６世との会談（１３日） 

 １３日、イタリア訪問中のバイナイ首相はバチカンにて教皇ベネディクト１

６世に謁見した。２０分に亘る謁見では、バイナイ首相がハンガリーの経済状

況やＥＵ議長国プランなどにつき報告した。教皇ベネディクト１６世は、ハン

ガリーにおけるキリスト教の伝統に触れたほか、世界規模の経済及びモラルの

危機への対応の必要性につき述べた。ハンガリー首相の教皇ベネディクト１６

世謁見は今回が初めて。 

（２）ベルルスコーニ首相との会談（１６日） 

 １６日、バイナイ首相は、訪問中のイタリアで開催された国連食糧農業機関

首脳会合の際ベルルスコーニ伊首相と会談した。会談後の記者会見で、バイナ

イ首相は、両国関係は伝統的に良好であり、エネルギーや経済分野での協力に

つき定めた二国間戦略協力文書が署名間近である旨述べた。 

 

４．ウクライナのハンガリー系少数民族の教育問題（１３－３０日） 

 
（１）ウクライナ大使の召致（１３日） 

 １３日、ファッレル外務専門次官は、駐ハンガリー・ウクライナ大使を外務

省に召致し、ウクライナ教育省が２０１０年からハンガリー語の教科書を発注

しないと決定したことにつき説明を求めた。 

（２）首相、国会の動き（２７－３０日） 

 ２５日、政府報道官は、バイナイ首相がティモシェンコ・ウクライナ首相に

対し、ハンガリー系住民への教育に関し深い憂慮の念を表明する書簡を送った

と発表した。同書簡で、バイナイ首相は、今回の教科書問題の発端が２００８

年の教育に関する政令にあると指摘し、その修正を求めた。 

 ３０日には、国会において、ウクライナにおけるハンガリー系少数民族の差

別に抗議する政治声明文書が採択された。同声明は、ウクライナのメディアに

おける反少数民族的言動は同国内の民族共同体間の調和を脅かしていると指摘、

行政レベルでも少数民族の権利が徐々に縮小されているとして、問題解決へ向

け両国が協力するべきと呼びかけている。 
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５．ショーヨム大統領のスペイン公式訪問（１６－１９日） 

 
 １６－１９日、ショーヨム大統領はスペインを公式訪問し、国王ファン・カ

ルロス１世、ザパテロ首相らと会談した。 

 国王及び首相との会談では、２０１０年から議長国を順に務めるスペイン、

ベルギー、ハンガリーの議長国プログラムやリスボン条約の適用などにつき意

見交換が行われた。ザパテロ首相との会談後に行われた記者会見で、両者は、

３国がリスボン条約発効後に最初に議長国を務めることになることを強調し、

共通の経済政策と危機回復政策が中心的な課題となると述べた。 

 

６．ファン＝ロンパイ首相のハンガリー訪問（１７日） 

 
 １７日、ファン＝ロンパイ・ベルギー首相が当地を訪問し、バイナイ首相と

ＥＵ議長国プログラム等につき協議した。 

 会談後の記者会見で、バイナイ首相は、連続して議長国を務める３国が協力

する体制は、地理的政治的に異なる国々の協力関係を築く上で有益であると述

べたうえ、ベルギー、スペイン、ハンガリーの議長国期間には、ＥＵ拡大とリ

スボン条約の効果的適用、環境政策、エネルギー安全保障問題が重点課題とな

るであろうと述べた。一方、ファン＝ロンパイ首相は、バイナイ首相の経済危

機対策を賞賛したほか、次期３議長国がＥＵに新たな活力を与えるよう望む旨

述べた。 

 

７．ラスムセンＮＡＴＯ事務総長のハンガリー訪問（１９日） 

 
 １９日、ラスムセンＮＡＴＯ事務総長が当地を訪問し、バイナイ首相と会談

したほか、国会で開催されたＮＡＴＯ設立６０周年記念会議に参加した。なお、

同事務総長の滞在予定が短縮されたため、当初予定されていた同事務総長のシ

ョーヨム大統領との会談、及びＮＡＴＯの「軍事医療に関する卓越した研究拠

点」の開所式参加は見送られた。 

 会談後の記者会見において、バイナイ首相は、ハンガリーはＮＡＴＯの信頼

おける良好な加盟国となることを望んでおり、現在策定中のＮＡＴＯ新戦略を

支持する意向を持っている旨述べた。一方、ラスムセン事務総長は、ハンガリ

ーが来年度予算においてＮＡＴＯ加盟国に要求されるＧＤＰ比２％以上の国防

費支出基準を満たす予定であることを高く評価した。 
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８．オルバーン・フィデス党首とプーチン大統領の会談（２１日） 

 
 ２１日、オルバーン・フィデス党首はペテルブルクで開催された統一ロシア

党の会合に参加し、プーチン露首相と会談した。会談後のインタビューで、オ

ルバーン党首は、プーチン首相には２０世紀の関係に逆戻りさせることなく新

しい両国関係を築きたいとの意思を伝えたと述べた。 

 

９．ブゼク欧州議会議長のハンガリー訪問（２７日） 

 
 ２６－２７日、ブゼク欧州議会議長が当地を訪問し、ショーヨム大統領、バ

イナイ首相、オルバーン・フィデス党首等と会談した。それぞれの会談では、

スロバキア国語法問題が中心的に取り上げられ、ショーヨム大統領、バイナイ

首相はともに、欧州議会が同問題を取り上げていることを歓迎した。ブゼク議

長は、スロバキア政府が同問題を継続的な話し合いを通じて解決するよう試み

ていると報告を受けていると述べた。 

 

１０．第２回ハンガリー・スロベニア合同閣議の開催（２７日） 

  
 ２７日、当国ケストヘイ市においてバイナイ首相、パホル首相等が参加して

第２回ハンガリー・スロベニア合同閣議が開催された。同閣議では、首脳会談

に続いて両国の少数民族代表を交えた会議などが開催され、西バルカン問題や

エネルギー、医療問題などに関する協力協定への調印が行われた。 

 閣議後の記者会見において、パホル首相は、両国間に政治的懸案事項がない

ことを歓迎したほか、ハンガリーの赤字予算削減を模範的なものと述べ賞賛し

た。一方、バイナイ首相は、スロベニアが送電網連結プロジェクトを継続し、

またガス網連結プロジェクトに参加する意志を持っていると述べたほか、両国

首都間の高速道路が連結されたことを歓迎した。 

 

 

ⅢⅢⅢⅢ．．．．経経経経    済済済済  

 

１．欧州委、２００９、２０１０年の財政赤字が政府目標を僅かに上回る見込み（３日） 

 

 欧州委員会は、最新の経済予測において、ハンガリーの一般財政赤字が２０
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０９年にはＧＤＰの４．１％、２０１０年には４．２％となり、ハンガリー政

府のターゲットである３．９％と３．８％をそれぞれ僅かながら上回るとの見

通しを示した。２００９年の財政赤字が政府目標を上回る理由は企業収益の減

少、給与税の減少による税収減である。２０１０年に関しては地方自治体の財

政赤字が予想以上に大きいことを挙げている。 

 

２．オスコー財相、政府の政策は長期的には成長に必要な条件を築く（３日） 

 
 オスコー財相は、現在の政府の危機管理策、緊縮財政政策は、景気回復時に

おいて経済成長のために必要な条件を構築することから、長期的にハンガリー

のためになると発言した。また、次期政権が緊縮的な経済政策を継続するなら

ば、現在の制限的な危機管理フェーズの後、２０１１年、２０１２年には成長

率が急上昇すると述べた。政府は２０１０年には０．９％の経済成長を予想し

ているが、２０１１年からは３％以上の成長となると述べた。 

 

３．中銀、国内金融システムの安定性向上（４日） 

 
 中央銀行（ＭＮＢ）は、最新の金融システム安定性（Financial Stability）報

告書において、ハンガリーの金融システムの安定性は春以降改善し、銀行セク

ターは新しい経済環境によるチャレンジを受け止めることができる、と述べた。 

銀行の資本バッファーは強化され、同セクターの自己資本比率は１１％を超え

る水準を維持する見通しであるとした。不況により２００９年、２０１０年は

不良債権の償却額が増大するものの、２００９年の銀行セクターの収益性は予

想を上回る見込みである。 

 

４．バイナイ首相、危機の最も危険な時期は終了（４日） 

 
 バイナイ首相は、ＣＮＢＣテレビ番組にて、ハンガリーは崖っぷちから引き

返し、今回の危機で最も危険な時期から遠ざかりつつあると述べた。しかし、

世界危機は失業率が低下し始めるまでは終わらない、それまでには更に半年か

かるとコメントした。ハンガリーのＧＤＰの８０％は輸出によるため、もし主

要市場（ドイツ、フランス、イタリア）が予想以上に早く回復するならば、ハ

ンガリーも予想以上に早く危機から脱することが出来ると述べた。また、２０

１０年の財政赤字目標は３．８％（対ＧＤＰ）で、ヨーロッパ平均が７．３％

であることから、ハンガリーはヨーロッパ諸国の中で最も慎重な財政政策を採
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る国のひとつであると強調した。 

 

５．９月の貿易黒字（速報）（６日） 

 
 中央統計局（ＫＳＨ）は、速報として９月の貿易黒字が４．８６億ユーロと

なったと発表した。当該数値はアナリスト予想の３．７０億ユーロを上回った。 

 

６．ＧＫＩ社、貿易黒字と失業率の増加予測（９日） 

 
 ＧＫＩ社（政府寄り経済シンクタンク）は、今年は６．５％マイナス成長と

なった後、２０１０年は景気停滞するとの見込みを示した。ハンガリー経済は

恐らく既に底打ちしており、前四半期と比較すると第４四半期は幾分か成長が

見込まれる。２０１０年後半になってようやく緩やかな成長が期待できる。 

国内需要が縮小していることから、輸出は今年１３．５％減少するが、輸入は

それ以上の２０％減少する見込みである。また、失業率は第３四半期に既に２

桁の１０．３％となり、年末に１１％に到達する見込みである。 

 

７．Kopint-Tarki 社、製造セクターの下落がスローダウンすると予測（９日） 

 
 ハンガリーの製造セクターの下落は今後５～６ヵ月の間に大きくスローダウ

ンし、生産は年末から徐々に増加し始める可能性があると、民間シンクタンク

Kopint-Tarki社は四半期の製造業信頼テストの中で示した。 

 

８．１０月のインフレ率、予測値を下回る４．７％に緩和（１１日） 

 
 中央統計局（ＫＳＨ）によると、１０月における１２ヵ月消費者物価指数（Ｃ

ＰＩ）は、９月の４．９％から若干下落して４．７％となり、アナリストによ

る事前の予測値である５．０％近辺を下回った。７月からのＶＡＴの引上げに

より需要も落ち込んだため、アナリストの予想よりもＣＰＩが上昇しなかった

ためとみられる。１月から１０月までの消費者物価は前年同期比で４．０％の

増加となった。ＫＳＨの調査部門の Ecostatは、ＣＰＩが２０１０年３月に５．

３％に上昇するとの予測を発表している。 

 

９．財務省、財政赤字ＧＤＰ比の目標値を３．８％に据え置き（１１日） 
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 財務省は、今年におけるキャッシュフローベースでの一般政府財政赤字の予

測を、これまでどおりＧＤＰ比３．８％に据え置いた。同省は、３．８％の目

標値は、政府関連機関における歳出削減努力により達成できるとしている。 

 

１０．アウディハンガリー、バイオエタノールエンジンの組立てを開始（１２

日） 
 
 アウディハンガリーは、バイオエタノールを利用するアウディＡ４及びＡ４ 

Avant 用２リットルＴＦＳＩエンジンの組立てを開始した。同社は、３千万フ

ォリントを費やして、既存の生産ラインをバイオエタノールエンジン用に転用

している。 

 

１１．第３四半期のＧＤＰ、予想以上の下落（１３日） 

 
 今年第３四半期のＧＤＰは、小売業の収縮や農業・サービス業及び建設業に

おける不振が予想以上に深刻であったことから、事前の予測値よりも下落幅が

大きくなった。中央統計局（ＫＳＨ）によると、第３四半期のＧＤＰは前年同

期比－７．２％、同年前期比－１．８％。 

 

１２．９月の鉱工業生産、前年同期比１５％の下落（１３日） 

 
 中央統計局（ＫＳＨ）の改定値によると、９月の鉱工業生産は昨年同期比－

１５％（暦調整前・後とも）となり、８月の－１９．８％から緩和した。９月

の輸出販売及び国内販売は、それぞれ同年前月比で－１８．２％及び－１４．

４％となった。１月から９月までの５人以上を雇用する事業所における従業員

１人あたりの鉱工業生産は、前年同期比－１０．８％であった。 

 

１３．フィデス、２０年後にエネルギー自給達成（１６日） 

 
 野党第一党フィデスのオルバーン党首は、政権についた際には国家のエネル

ギー自給達成に向けたプログラムを作成すると発表。同党首は、エネルギー効

率を上げ、再生可能エネルギー開発に取り組み、原子力を活用することで自給

率の向上が可能としているが、具体的な施策は示していない。 
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１４．ＩＭＦ、２０１０年予算における財政赤字目標は現実的と言及（１６日） 

 
 ハンガリーについてレビューを終えたＩＭＦ調査団は、２０１０年における

財政赤字をＧＤＰ比３．８％に削減する目標について、これを上回るリスクは

あるとしつつも、達成可能であるとの判断を示した。同時に、フィデスがＧＤ

Ｐ比７％となる可能性ありとの見通しを示していることについては容認できな

いとしている。 

 

１５．財務相、ＩＭＦローンの次回引出しを断念（１６日） 

  
 オスコー財務相は、ＩＭＦからの金融支援の次回引出しは見送る一方、ＥＵ

からの支援の次回引出し延期のための合意に向けた準備をしていると発表した。

ハンガリーはこれまで、昨年秋のＩＭＦやＥＵなどによるスタンドバイ・ロー

ン合計２００億ユーロのうち、１４２億ユーロ超を引き出しており、残る５７

億ユーロは２０１０年１０月までに引き出すことが可能。 

 

１６．欧州委、９５億フォリントの廃棄物処理プロジェクトを承認（１７日） 

 
 国家開発局（ＮＦＵ）は、ジュール市（ハンガリー北西部）周辺地域におけ

る廃棄物処理関連投資（総額９５億フォリント）について欧州委員会（ＥＣ）

の承認を得たと発表した。このプロジェクトは、同市周辺住民約２６万人のた

めの廃棄物処理システムを構築するもので、ＥＵから６５億ユーロの補助金を

受けている。 

 

１７．９月の総賃金、前年同期比０．７％の上昇（１７日） 

 
 中央統計局（ＫＳＨ）によると、９月における１２ヵ月総賃金は前年比０．

７％の上昇となった。純賃金は３．４％の上昇。物価上昇率（４．９％）を加

味した同月における実質賃金は前年比４％の下落であった。 

 

１８．ＯＥＣＤ、２００９年のＧＤＰを－６．９％と予測（１９日） 

 
 ＯＥＣＤは最新の経済予測において、ハンガリーの２００９年、２０１０年

のＧＤＰについて、それぞれ－６．９％（政府予測－６．７％）、－１．０％（政
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府予測－０．９％）とした。ＯＥＣＤはまた、２０１１年には３．１％の成長

が見込まれるとしている。 

 

１９．従業員削減は減少へ（２０日） 

 
 ＤＧＳグローバルリサーチ社が１１月に行った調査の結果によると、今後３

ヵ月に従業員削減を予定している企業は１０％だった。また、ハンガリー社会

人教育機関連盟によると、従業員削減数は、ピークだった３月から７０％減少

した。 

 

２０．バイナイ首相、ハンガリーに投資している主要９カ国の大使と会談（２３日） 

 
 バイナイ首相は、ハンガリーに投資を行っている主要９カ国（米国、ベルギ

ー、フランス、オランダ、日本、英国、ドイツ、ノルウェー、スイス）の大使

と会談を行った。これは、これら９カ国が１８日にハンガリーにおける投資環

境に悪影響を与えている国内経済活動における「透明性の欠如」に対し注意を

促す文書を合同でハンガリー政府に提出していたことに応じて行われた。文書

では、公共事業、放送、交通インフラなどの分野における不透明な対応が外国

の投資家を阻んでいるとした。バイナイ首相は、政府が投資家の信頼を回復す

るためのステップを説明し、最も重要なステップは汚職対策であると話した。 

 

２１．中銀、基準金利を５０ｂｐ引き下げ６.５％へ（２４日） 

 
 中央銀行（ＭＮＢ）は、市場での期待通り、基準金利を５０ベーシス・ポイ

ント引き下げて６.５％とした。７月からこれまでに計３００ベーシス・ポイン

トの引下げとなった。中央銀行のシモル総裁は、長期の不況によりインフレ圧

力はなくなっており、ＣＰＩも中期目標を大きく下回る見込みであると述べた。 

 

２２．雇用促進プログラムを民間企業に拡大（２４日） 

 
 ヘルツォーグ社会・労働問題相は、既存の雇用促進プログラムを、来年から

民間企業にも導入する意向を明らかにした。就職支援対象者を雇用した企業は、

来年１月から賃金補助金を受けられる見込み。現在の同プログラムは、地方自

治体が用意した業務に９０日以上従事した場合にのみ適用されている。 
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２３．８月～１０月の失業率は１０.４％（２６日） 

 
 中央統計局（ＫＳＨ）は、８月～１０月の失業率が、７月～９月の１０.３％

から更に悪化し、１０.４％となったと発表した。これは１３年ぶりの高水準で

ある。なお、前年同期の失業率は７.７％だった。 

 

２４．ハンガリーのＧＤＰは下落し続けている（２７日） 

 
 中央統計局（ＫＳＨ）とその調査部門である Ecostat の最新の概要報告によ

ると、１月から９月までのハンガリーのＧＤＰは、前年同期比－７.２％だった。

また、同期間の鉱工業生産と建設業生産はそれぞれ－２．１％、－２．７％、

輸出・輸入はそれぞれユーロベースで－２３％、－２９％となっていた。 

 

２５．第３四半期の投資高は前年同期比－８．９％（２７日） 

 
 中央統計局（ＫＳＨ）によると、第３四半期の投資高は前年同期比－８.９％

であり、７期連続の下落となった。第１四半期から第３四半期までについては

前年同期比で－７．１％であった。この期間の民間企業の投資は、２００８年

の水準から約１０％落ち込んでいる。 

 

２６．２０１０年度予算案可決（３０日） 

  
 国会は、２０１０年度予算案を賛成多数で可決した。この予算案は、歳入を

１２兆６６２７億フォリント、歳出を１３兆５３３０億フォリントとしており、

実質経済成長率を－０．６％、財政赤字のＧＤＰ比を３．８％、インフレ率を

３．９％として算出されている。今年度予算より大幅に削減されるのは、各省

庁予算、ハンガリー国鉄への補助金、地方自治体への分配である。逆に今年度

より拡充されるのは治安対策、雇用対策である。 

 

 

 

 

ⅣⅣⅣⅣ．．．．そそそそ        のののの 他他他他    
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《《《《１１１１１１１１月月月月のののの為替為替為替為替････金利動向金利動向金利動向金利動向》》》》    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

《《《《１１１１１１１１月月月月のののの選挙選挙選挙選挙・・・・支持政党支持政党支持政党支持政党にににに関関関関するするするする世論調査世論調査世論調査世論調査》》》》（注） 

    

（１）支持政党の変遷（確実に投票に行くと回答し、いずれかの政党を選択し

た者の支持政党） 

                      （９月） （１０月） （１１月） 

（与党）           

 社会党（MSZP)：                             ２３％  １７％  １９％ 

（野党） 

 フィデス－ハンガリー市民連盟（Fidesz):       ６０％  ６５％  ６４％ 

 自由民主連盟（SZDSZ):                         １％   １％   １％ 

 ハンガリー民主フォーラム（MDF):        ２％   ２％   ２％ 

 キリスト教民主国民党（KDNP):             ０％   ０％   １％ 

（非国会政党） 

 政治の新しい形（LMP）     ：         ２％   １％   １％ 

 ヨッビク－ハンガリーのために：        １１％  １１％  １２％ 

 その他政党：                  １％   ３％   ０％ 

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

11/2 11/9 11/16 11/23 11/30

ユーロ ユーロ ユーロ ユーロ / / / / 円円円円　　　　((((1111EUREUREUREUR====円円円円))))

 +2 .9 % +2 .9 % +2 .9 % +2 .9 %

円高円高円高円高

84

85

86

87

88

89

90

91

92

11/2 11/9 11/16 11/23 11/30

米米米米ドル ドル ドル ドル / / / / 円円円円　　　　((((1111USDUSDUSDUSD====円円円円))))

 +4 .4 % +4 .4 % +4 .4 % +4 .4 %

円高円高円高円高

255

260

265

270

275

280

285

11/2 11/9 11/16 11/23 11/30

ユーロ ユーロ ユーロ ユーロ / / / / フォリントフォリントフォリントフォリント　　　　((((1111EUREUREUREUR====フォリントフォリントフォリントフォリント))))

 +1 .0 % +1 .0 % +1 .0 % +1 .0 %

HUFHUFHUFHUF高高高高

0.455

0.460

0.465

0.470

0.475

0.480

0.485

0.490

0.495

0.500

0.505

11/2 11/9 11/16 11/23 11/30

フォリント フォリント フォリント フォリント ////　　　　円円円円　　　　((((1111HUFHUFHUFHUF====円円円円))))

 + 1 .5 % + 1 .5 % + 1 .5 % + 1 .5 %

円高円高円高円高

5.50

5.70

5.90

6.10

6.30

6.50

6.70

6.90

7.10

7.30

7.50

11/2 11/9 11/16 11/23 11/30

3333ヶヶヶヶ月物金利月物金利月物金利月物金利：：：：利回利回利回利回りりりり((((％％％％))))

 -3 6bp -36bp -36bp -36bp

タイトタイトタイトタイト

5.50

5.70

5.90

6.10

6.30

6.50

6.70

6.90

7.10

7.30

7.50

11/2 11/9 11/16 11/23 11/30

1111年物金利年物金利年物金利年物金利：：：：利回利回利回利回りりりり((((％％％％))))

 -3 3bp -33bp -33bp -33bp

タイトタイトタイトタイト

6.00

6.20

6.40

6.60

6.80

7.00

7.20

7.40

7.60

7.80

8.00

11/2 11/9 11/16 11/23 11/30

３３３３年物金利年物金利年物金利年物金利：：：：利回利回利回利回りりりり((((％％％％))))

 - 2 0bp - 20bp - 20bp - 20bp

タイトタイトタイトタイト

6.00

6.20

6.40

6.60

6.80

7.00

7.20

7.40

7.60

7.80

8.00

11/2 11/9 11/16 11/23 11/30

1111００００年物金利年物金利年物金利年物金利：：：：利回利回利回利回りりりり((((％％％％))))

 +3 bp +3bp +3bp +3bp

ワイドワイドワイドワイド
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《《《《２００９２００９２００９２００９年年年年１１１１１１１１月月月月のののの出来事出来事出来事出来事》》》》 

 

（２）質問事項：仮に今週日曜日に総選挙があるとすればどの党に投票するか

（質問者全員よりの回答）。                     

（与党）  

 社会党（MSZP)            ：１２％             

（野党） 

 フィデス－ハンガリー市民連盟（Fidesz)：３５％ 

 自由民主連盟（SZDSZ)         ：１％  

 ハンガリー民主フォーラム（MDF)    ：１％         

 キリスト教民主国民党（KDNP)     ：０％ 

（非国会政党） 

 政治の新しい形（ＬＭＰ）       ：１％ 

 ヨッビク－ハンガリーのために     ：６％ 

 その他政党：             ：１％  

 わからない、投票しない        ：４３％ 
 

（注）ソンダ・イプソス社調べ（１１月２－９日データ収集、サンプル数：１８歳以上

の市民１５００人）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 内政 日 外政 
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2 

3 

4 

 

 

9 

10 

 

 

14-15 

 

 

18 

 

 

 

19 

 

21 

 

 

22 

 

 

23 

 

 

 

 

 

 

24 

 

25 

 

26 

 

28 

 

30 

 

・社会党議員団、政府予算案への合意を表明。 

・国会にて 2010 年予算の大枠が可決される。 

・レトケシュＳＺＤＳＺ党首、2010 年政府

予算案にＳＺＤＳＺ議員は賛成しないよう

主張。 

・国会にて新民法典が再可決される。 

・オルバーン・フィデス党首、テレビインタ

ビューにて政権交代後は大幅減税する旨発

言。 

・ヨッビク及び「マジャル・ガールダ」がハ

ンガリー北東部シャヨーバーボニにて集会

を開き、ロマ人と衝突。 

・保健省、インフルエンザ「流行している」

状態と発表。 

・日・英・米等 9カ国大使、透明性に関する

共同声明を発表。 

・左派の新党「ハンガリーのための自由人」

（ＳＺＥＭＡ）発足。 

・ショーヨム大統領、クロアチア少数民族の

イベントに参加、「全ての少数民族は自治権

等を保障されなければならない」旨発言。 

・マジャル・ガールダのメンバー450 名、ホ

ルティ提督ブダペスト入り記念パレードに

参加しようとするも、警察に止められる。 

・透明性に関する共同声明を発表した 9カ国

大使、バイナイ首相と会談。 

・ショーヨム大統領、憲法裁判所設立 20 周

年式典に出席。 

・オルバーン・フィデス党首、来年総選挙で

3 分の 2 の多数の議席獲得は非現実的と発

言。 

・社会党執行部、メシュテルハージ議員団長

を次期首相候補に推薦することを決定。 

・デムスキー・ブダペスト市長、バイナイ首

相とＢＫＶ問題につき会談。 

・ペーチ大学にて銃乱射事件発生、1名死亡。 

・8－10 月の失業率、10．4％と発言。 

・社会党全国評議会、メシュテルハージ議員

団長を次期首相候補に推薦。 

・国会にて 2010 年予算が可決される。 

3 

5 

 

5 

 

9 

 

9-10 

 

11-12 

 

12-13 

 

13-16 

 

13 

 

 

16-17 

 

16-19 

 

17 

 

18 

 

19 

 

 

 

19 

21 

 

 

21 

 

24 

 

26 

27 

 

27 

 

27 

 

27 

 

28- 

12.7 

・ハンガリー・スロバキア外相会談の実施。 

・メシッチ・クロアチア大統領、世界科学フォー

ラム参加のため当地訪問。 

・バイナイ首相、欧州委員候補にアンドルＥＢＲ

Ｄ理事会員を指名。 

・サルグシャン・アルメニア大統領、当地訪問。

ショーヨム大統領と二国間関係などにつき協議。 

・バイナイ首相、ベルリンの壁崩壊２０周年式典

参加のためドイツ訪問。 

・ハンガリー、スロバキア共通歴史教科書の完成

を機に学術会議が開催される。 

・バラージュ外相、ルーマニアで開催された中欧

イニシアティヴ（ＣＥＩ）首脳・外相会談に参加。 

・バイナイ首相、イタリア及びバチカン訪問。教

皇ベネディクト16世、ベルルスコーニ首相と会談。 

・ハンガリー外務省、ウクライナにおけるハンガ

リー系住民向け教科書廃止を受け、ウクライナ大

使を召喚。 

・バラージュ外相、ＥＵ総務・対外関係理事会出

席。 

・ショーヨム大統領、スペイン公式訪問。国王カ

ルロス 1世と会談。 

・ファン＝ロンパイ・ベルギー首相、当地訪問。

バイナイ首相とＥＵ議長国協力などにつき協議。 

・米、英、仏、日など 9 カ国の大使館がハンガリ

ーの投資環境改善を求める政府に提出。 

・ラスムセンＮＡＴＯ事務総長、当地訪問。バイ

ナイ首相、バラージュ外相等と会談したほか、Ｎ

ＡＴＯの「軍事医療の卓越した研究拠点」開設式

に参加。 

・バイナイ首相、ＥＵ非公式首脳会合出席。 

・メシッチ・クロアチア大統領、クロアチア・デ

イ参加のため当地を訪問し、ショーヨム大統領と

会談。 

・オルバーン・フィデス党首、ロシア訪問。プー

チン首相と将来の二国間関係につき協議。 

・ドゥ・プーチ欧州評議会議長、当地訪問。スロ

バキア国語法問題につきバイナイ首相と協議。 

・ブダペストでＶ４財相会合が開催される。 

・ブゼク欧州議会議長、当地訪問。バイナイ首相

等とスロバキア国語法問題等につき協議。 

・第 2 回ハンガリー・スロベニア合同閣議が当地

で開催される。 

・国会 4 政党がウクライナのハンガリー系住民の

母語での教育保護を訴える声明への支持を表明。 

・アンドル欧州委員候補の雇用・社会保障欧州委

員就任が発表される。 

・ショーヨム大統領、韓国、日本を歴訪。 
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TEL :+36-(06)-1-398-3100

E - Mail 

政務関係政務関係政務関係政務関係 ：：：： political@japanembassy.hu 

E - Mail 

経済関係経済関係経済関係経済関係 ：：：： economic@japanembassy.hu 

E - Mail 

広報文化関係広報文化関係広報文化関係広報文化関係：：：： culture@japanembassy.hu 

E - Mail 

領事関係領事関係領事関係領事関係 ：：：： consul@japanembassy.hu 


